
愛知アート・コレクティブ�

子ども・障害者・お年寄りなど市民主体のアート紹介�

名古屋市熱田区�

子どもや認知症の老人、障害者などを含めた市民の参加で、市民が主体となっ
たアート・デザインの表現活動を支援し、作品展などで広く社会に紹介している。
例えば、老人ホームに入所している高齢者との会話を基に、その人の人生の場
面をアート作品にする「回想法アート」や、精神・知的障害者の作品「アウトサイ
ダー・アート」の紹介、地域に入って交流しながら世代等の境界を越えた「ボーダ
レス・アート」の作品展などに取り組んでいる。�

東海大水害で被災した子どもたちを励まそうと、2001年に地域住民1,800人が
新川町で780メートルの壁に『新川ぬりかべ絵本』を制作したことから、アート・デ
ザインを市民活動として支援し発展させるために団体を設立。美術館の絵画展
とは違った、市民主体の地域にいきづくアートとして、障害者や高齢者、子どもた
ちのアート・デザイン作品を「ボーダレス・アート」、「アウトサイダー・アート」として
紹介する。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員0人�
ボランティア127人�
会員63

構成人員�

障害をもつ子どもたちによるダンボールアートの
ワークショップや、主に福祉現場におけるアート
活動を伝える『記憶のアート、境界なきアート』
連続講座や展覧会などを開催している。アート
がもつ力に興味のある人は、日時を問合せの上、
会場へ足を運んでみては。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2003年5月23日�
学術・文化・芸術・スポーツ�
保健・医療・福祉、まちづくり�

概要�

連絡先�

〒456-0003 名古屋市熱田区波寄町14-7�
　　　　　  エトワール金山106

052-882-3174  不在の場合は留守番電話にご用件を�
－�
info@aichi-a-c.org�
http://www.aichi-a-c.org/

T E L �
FAX�
E-mail�
URL

メ ッ セ ー ジ �



愛・地球博記念市民合唱団�

歌の好きな人は誰でも仲間に入れる市民合唱団�

名古屋市瑞穂区�

合唱団の活動としては、ベートーヴェンの『第九』コンサートに出演したり、各種
イベントなどから依頼を受け、公演を行っている。その他、病院の入院患者を励
ます慰問コンサートを開いたり、これまでには国際交流のための海外公演も行っ
てきた。合唱団には、小学校4年生から80歳代と幅広い市民50～100人のメン
バーが集合して、声楽家とピアノの指導者の下、毎週定例の練習日に2時間の
練習に励んでいる。�

2005年の『愛・地球博』を応援するために誕生した合唱団。合唱団のメンバー
は人生の色々な辛い思いを一時忘れ、体調を整えて練習に参加する。歌う前に
準備体操を行って、歌うことを楽しみながら、仲間たちと励まし合って合唱を作り
上げている。「合唱は生きていく上での心の支えであり、練習会場での仲間同士
の触れ合いが大切」と主要メンバー。美しい歌声で人の心が少しでも安らぐように、
活動が社会的に認められるようにと努力している。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員2人�
ボランティア0人�
会員100

構成人員�

募 集 中 ！ �
演奏内容は、『第九』などクラシックから日本の
叙情歌、ポップス、オペラまで多彩。『愛・地球
博記念市民合唱団』ではオーディションなどは
なく、年齢・性別・経験・国籍など問わず、歌の
好きな人は誰でも仲間に入れるので、「まずは
練習を見に来て欲しい」とのこと。定例の練習
日は、毎週水曜日18:00～20:00。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2009年12月25日�
学術・文化・芸術・スポーツ�
保健・医療・福祉、国際協力�

概要�

連絡先�

〒�

052-853-3878 月～金　9:00～17:00�
052-853-3868�
mail@expo-mcc.org�
http://www.expo-mcc.org/

T E L �
FAX�
E-mail�
URL

467-0813 名古屋市瑞穂区西ノ割町3-33-1



アクティブエイジング研究会�

活力ある老い(アクティブエイジング)を目指して�

名古屋市北区�

高齢者の健康づくりと身体機能の維持のために、複合運動プログラム（有酸素
運動・筋力づくり・柔軟性運動・バランス運動）の普及活動を行う。具体的には、
医療・福祉関係者や一般市民を対象に、科学的根拠に基づいた独自の運動方
法を紹介する『健康づくりのための運動教室』、『地域型運動リーダー養成』な
どを開催。大学の研究を社会に還元することをねらいとした、自治体が勧める健
康づくり事業の支援や健康づくりのリーダー養成なども行う。�

同団体は、高齢化社会の中で「活力ある老い」を目指して、名古屋市立大学竹
島研究室などの研究者が、研究成果を社会全体に還元することを目的に始めた。
大学・医療関係機関・企業の連携によって、運動によって身体がどう変わるか、
特別な運動機器を使わずに、いかに容易に効果が得られるかという視点で研究
している。身体機能を維持することで介護を予防し、「医者いらず」の豊かな高
齢化社会の実現を目指す。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員10人�
ボランティア0人�
会員35

構成人員�

募 集 中 ！ �
地域の仲間たちと一緒にいきいきと「活力ある
老い」を目指したい人は、運動教室や講習会に
ぜひ参加を。講習会では、まず体力測定で自分
の体力をチェックし、教室で互いによい意味での
競争をしながらさらに一段上へ挑戦している。運
動の成果として、プラス点・マイナス点の両方の
データを公表している。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2005年5月30日�
学術・文化・芸術・スポーツ�
保健・医療・福祉、社会教育�

概要�

連絡先�

〒462-0041 名古屋市北区浪打町2-92

052-918-9855　月・水　10:00～17:00�
－�
aaa_jimukyoku@activeaging.or.jp�
http://www.activeaging.or.jp/active/index.html

T E L �
FAX�
E-mail�
URL



CAN缶アートG

アルミ缶アートを通して環境問題を考える�

名古屋市天白区�

アルミ缶アートとは、ジュースやビールなどの空き缶（アルミ缶）を切り開き、その
内側に絵を描いて工具でたたき、模様を浮き上がらせて作品に仕上げるもの。
同団体では、その制作体験教室を開いたり、アルミ缶アート作品の展覧会を開
催するなどの活動を展開。子ども会やデイサービスなどへ出向いて、アルミ缶アー
トの出張教室も行う。その他、各種イベントでのブース出展など、アルミ缶アート
を紹介して普及させる活動を行う。�

生活の中で増え続ける空き缶を楽しく再使用（リユース）できないかと考え、アル
ミ缶アートを思いつき、「アルミ缶をアートの世界へ」をスローガンに活動を始めた。
使い捨て時代に、物の大切さを見直し（リデュース）ながら、再利用（リサイクル）
して作品に仕上げる。エコロジーと芸術を兼ね備えたアルミ缶アート活動を、市
民の力で広げたいとの思いをもち活動を続けている。「作品完成後の参加者の
笑顔を見るのが楽しい」と代表の宇野さん。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員10人�
ボランティア10人�
会員70

構成人員�

募 集 中 ！ �
毎月開催している「アルミ缶アート体験会」の
参加者を募集中（材料費500円必要）。場所
などについてはホームページ参照。詳しくは問
い合わせを。また出張教室の希望があれば、「お
気軽にご相談を」とのこと。障害者や介護施設
などで集中した作業に取り組むことによって、リ
ハビリ効果もあるようだ。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2008年8月26日�
学術・文化・芸術・スポーツ�
環境保全�

概要�

連絡先�

〒�

090-7601-4818�
052-832‐4774�
ruann @mbk.nifty.com�
http://homepage3.nifty.com/ ruann/

T E L �
FAX�
E-mail�
URL

468‐0001名古屋市天白区植田山5-1501



キルトネットワークジャパン�

キルトの魅力や地球環境の問題を伝えたい�

名古屋市瑞穂区�

1. キルトの展示や講習会、イベントでブース出展を行うことで、キルトの普及活
動を行う。�

2.キルトでつくられた環境かるたや地球儀の展示・販売・貸し出し、『キルトの日』
と題したキルトイベントでキルトコンテストを開催するなど、キルトの創作を奨励
する活動を行う。�

3.キルト作品の展示や講演会などを盛り込んだ「キルトフォーラム」や、各種キル
ト展を開催することによって、キルト愛好家同士が交流する機会をつくっている。�

世界のキルト作品が集まる『世界キルトカーニバル名古屋』を名古屋で開催し
ようと、財団法人名古屋観光コンベンションビューローが、キルト愛好家たちを
集めたことが活動の始まりである。地球環境に配慮し、キルト作品の中には古く
なった布をリサイクルして作られることもある。団体は、キルト作品を通して環境
問題について伝えたいとの思いをもち、作品づくりやキルト展の開催を行っている。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員0人�
ボランティア80人�
会員37

構成人員�

募 集 中 ！ �
1.随時開催しているキルト展の来場者を募集
している。日程や会場など詳細を知りたい人は
電話で問い合わせを。2.「『平成環境かるた』
を購入し、かるた取り大会をしませんか?」と同
団体。かるた取りをしながら、世界で起きている
砂漠化や温暖化などの環境問題を考えること
ができる。詳しくはホームページ参照。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2005年9月30日�
学術・文化・芸術・スポーツ�
環境保全�

概要�

連絡先�

〒467-0062 名古屋市瑞穂区山下通5-17

052-833-9997�
052-833-9997�
npoqnj@quilt.ne.jp�
http://www.quilt.ne.jp

T E L �
FAX�
E-mail�
URL



國際武道空手連盟呈峰会館�

護身術・健康づくりを『組討』(くみうち)で�

名古屋市昭和区�

日本古来の『組討』（くみうち）という武道を護身術『組討道』（空手道）として再
構築し、身体づくりや健康づくりを目的として、広く伝えていくことを目指している。
さまざまな螺旋（らせん）の動きで、年齢に関係なく取り組める、ゆったりとした組
討の型を親子で楽しむ教室や一般体験会など、組討道の普及活動を各地で行っ
ている。そのほか小・中学校で防犯活動の一環として護身術に関する講演や実
技演習なども実施。�

同団体は、30年以上空手道場として活動してきたが、試合に勝つことを目的とす
る競技の空手に疑問を抱き、模索してきた。そこで、鎌倉時代から関ヶ原合戦の
頃まで日本にあった『組討道』が、バランスよく筋肉を鍛える身体づくりとして優
れていることから、さまざまな武術の修業を受け、『組討』（空手）の普及に取り組
むことにした。「武道」は本来、強さを誇示して威圧するのではなく、人と仲よく生
きていくことを目指すものと考えている。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員14人�
ボランティア40人�
会員717

構成人員�

『呈峰会館』の『組討』（空手）は、試合に勝
つことよりも自己防衛を基本として、技を使いこ
なすことに重点を置く。学生・会社員・主婦など
さまざまな人々が、また年齢層も3歳から70歳代
まで、老若男女が長く楽しむことができ、「武道
の経験がない人も健康づくりと護身術として参
加できる」と同館では勧めている。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2000年3月21日�
学術・文化・芸術・スポーツ�
社会教育、子どもの健全育成�

概要�

連絡先�

〒�

052-883-0333 10:00～22:00�
0564-54-3054�
info@teihou.org�
http://www.teihou.org/

T E L �
FAX�
E-mail�
URL

466-0051 名古屋市昭和区御器所1-12-4

メ ッ セ ー ジ �



持続可能な伝統文化を守る会�

東海の伝統工芸を現代風にアレンジして次世代へ�

名古屋市西区�

東海地方の伝統工芸を現代風にアレンジし、その巧みな技や美しさを多くの人
に見直してもらう取り組みを行っている。例えば、名古屋友禅と有松絞りを組み
合わせて染めたエコバッグや、着物の切れ端を混ぜ込んだ伊賀組紐の携帯スト
ラップ、名古屋黒紋付きの箸袋などを考案。それらを作る体験会を学校行事や
地域イベントなどで開催。その際、伝統工芸士を派遣し、職人技や工程、歴史的
背景なども伝えられるよう工夫している。�

「名古屋周辺は多様な伝統工芸品があり、豊かな文化が息づいている地域」と
語る、伝統工芸士でもある中村理事長。染色の職人として仕事をする中で、代々
伝わる技が途絶えるかもしれないという危機感から団体を設立。名古屋黒紋付、
名古屋友禅、七宝焼きなど東海地方に伝わる15ほどの伝統工芸士をつなぐネッ
トワークをつくり、活動している。普段使いできる伝統工芸品の企画を通して、「持
続可能な伝統工芸」のあり方を探り、継承を目指す。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員5人�
ボランティア5人�
会員10

構成人員�

募 集 中 ！ �
伝統工芸の体験会を開いてほしいという団体、
グループを募集中。学校関連や子ども会、地域
のお祭り、イベントなど相談に応じる。体験会では、
有松絞り、名古屋友禅、名古屋黒紋付き、七
宝焼きなどの制作のほか、伝統工芸士の華麗
な技を見学することもできる。希望者は、同団
体まで問い合わせを。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2006年3月23日�
学術・文化・芸術・スポーツ�
環境保全、子どもの健全育成�

概要�

連絡先�

〒�

052-523-1601 平日　9:00～17:00�
052-523-1604�
osamu26217@yahoo.co.jp�
http://dentoubunka.jp/

T E L �
FAX�
E-mail�
URL

451-0031 名古屋市西区城西2-6-28



スポーツサポート協会�

アスリートが伝えるスポーツの楽しさと環境の大切さ�

名古屋市守山区�

さまざまな競技で活躍するアスリートが中心となり、自然環境保護とスポーツの振
興を目的に活動を行う。主な活動のひとつが『アースリートフェスタ』。人工の雪
を用いた雪遊びや、木工などクラフト体験を通じて自然と直に触れ合い、スポー
ツや遊びの楽しさ、自然の大切さを伝える環境イベントで、毎年11月に中区で開催。
植樹・間伐活動や、自然の材料でものづくりをするワークショップ、森林の中を走
るトレイルランイベントなども行っている。�

元プロスノーボーダーの代表が、年々変化する雪山の状態に危機感を感じ、競
技仲間らと自然環境を守る活動をしたいと団体を設立。スキー、スノーボード、ビー
チバレー、サッカー、野球、自転車といった競技のオリンピック選手やプロ選手ら
と共に活動を行っている。「アスリートはフィールドである自然の大切さを誰よりも
よく知っている。彼らと共にスポーツや自然で遊ぶ楽しさを伝え、自然を大切にで
きる社会を創っていきたい」と思いを語る。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員5人�
ボランティア150人�
会員400

構成人員�

募 集 中 ！ �
運営を手伝ってくれるスタッフを募集中。「今後
は月に1度のペースでイベントを行うなど、定期
的な活動を行っていく予定なので、一緒に長く
活動してくれる方を歓迎」と代表。詳しい活動
内容や今後の日程についてはホームページを
参照。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2006年9月5日�
学術・文化・芸術・スポーツ�
環境保全、子どもの健全育成�

概要�

連絡先�

〒�

052-794-1136 平日　10:00～16:00�
052-794-1136�
haya@earthlete.com�
http://www.earthlete.com

T E L �
FAX�
E-mail�
URL

463-0095 名古屋市守山区高島町22



世界劇場会議名古屋�

多くの人々が集まり芸術に親しめる劇場づくりを目指す�

名古屋市中区�

1. 年に1度『世界劇場会議国際フォーラム』を開催。劇場設計者や舞台技術者、
劇場管理者など、舞台芸術や劇場運営に携わる人々が一堂に会し、よりよい
劇場をつくるための情報交換を行う。参加者同士のつながりを深める場にも
なっている。�

2. 廃れつつある文化を保護し継承する目的で、戦後の舞台芸術に関する書籍を出版。�
3. 舞台芸術の基盤を支えていながら、その功績が評価される機会の少ない裏
方仕事を担う人 を々表彰。�

1993年に『愛知県芸術劇場』が完成。世界的にみても高水準な、この劇場の
完成を契機に『世界劇場会議93』が開催され、舞台芸術に携わる人々が集まった。
そのつながりを後年も維持・発展させるために同団体を設立。敷居が高いという
劇場のイメージを払拭し、「芸術鑑賞をする場所」としてだけでなく、「人々が集ま
る場所」としてより親しみやすい存在となることを目指して活動を続けている。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員1人�
ボランティア15人�
会員74

構成人員�

募 集 中 ！ �
『世界劇場会議国際フォーラム』の実行委員を
務めてくれる企業・行政機関を募集中。多くの
人に企画から携わってもらい、フォーラムの質を
高め、劇場のレベルアップにつなげたいとして
いる。また賛助団体も募集中。特に劇場設備
の生産をしているなど、劇場に関わりのある企
業とよりよい劇場づくりを行いたいと希望している。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2000年11月9日�
学術・文化・芸術・スポーツ�
国際協力�

概要�

連絡先�

〒460-0002 名古屋市中区丸の内1-14-12�
　　　　　  グランビル2B

052-232-2270　平日　10:30～17:00�
052-232-2270�
itcn@itc-nagoya.com�
http://www.itc-nagoya.com/

T E L �
FAX�
E-mail�
URL



川柳及び伝統文化普及会�

川柳の指導者を養成し、川柳人口のすそ野を広げる�

名古屋市名東区�

川柳及び伝統文化を広く普及させ、川柳を楽しむ人のすそ野を広げることを目的に、
川柳の指導者を養成している。具体的には、月に一回『那古美』（なごみ）会と
いう川柳道場を開催。参加者は、指導者から添削・指導を受けたり、参加者同士
で作句について批評し合ったりと、レベルアップのため活動している。その他、展
覧会も開催。絵や書を添えた川柳も発表している。�

同団体の前身は、木原宏氏を中心に川柳の詠み手が集まって活動していた『宏
会』。川柳の詠み手は通常、先生のもとに弟子として集まり技術を磨いていくもの。
しかし、それだけでは社会に対して広がりがなく、後継者不足に悩まされていた。
そのため社会に対して広がりを持とうとNPOを設立し、後継者養成に力を入れ始
めた。「川柳は、人間の動きを観察し、心の奥をえぐり出し、風刺をかけて詠むも
のだ」と、同団体のメンバーは川柳の面白さを語る。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員0人�
ボランティア3人�
会員39

構成人員�

募 集 中 ！ �
同団体のメンバーは、基本的に川柳の上級者。
しかし、本当に川柳をやりたい人であれば、初心
者にも門戸を開いているとのこと。また、川柳の
経験がある人にとっては、レベルアップの場に
なるので、興味のある人は連絡を。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2003年8月6日�
学術・文化・芸術・スポーツ�
－�

概要�

連絡先�

〒�

052-701-1537 9:00～18:00�
052-701-1537�
oyakosi @yahoo.co.jp�
http://nagomi.aikotoba.jp/

T E L �
FAX�
E-mail�
URL

465-0073 名古屋市名東区高針原1-1104


